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芭浮御裳凋辺にはみどころは多い。

堅田藤F衆の子孫である居初家の鴎司氏庭園
(国指定史跡)や北村幽姿が、茶人の藤村勝E
の指噂を受けて作った 「美秩首面宇」といづ茶
室を見ることが出来る。また、湖畔には明治8
年に建造された出島灯台(市指定民俗士化財)
「湖も この辺にして 烏渡る」と詠われた高
浜4t字の歌碑が三上山を背景に、水面に立って
いる。竪聞の漁港入口には「海士の屋は小海老
にまじるいと立かなj と詠んだ松尾芭蕉の句碑
等を見ることが出来る。

大津市堅田

出島町灯台

琵琶湖に浮かぶ浮御堂 (びわこビジターズピユーロー提供)

近江と琵琶湖をこよSA芳したと云われている
松尾芭蕉が、中国の j繍湘八景(漏四景・湘四

景)をモデノレとした近江八景を詠んだ句を遣して

いる。

そのひとつが、元禄 3年(1690)冬から翌年の

春にか吋て大津で詠まれた「比良三上 雪さしわ

たせ鷺の橋Jである。これは「比良の暮雪」を

詠んだ句である。 いまひ乞2は、元禄 4年
(169]) 8月16日、ミぷ前夜の義仲寺での月見の俳

席に引き続き 、 十六夜の月を賞すt~めに 、 門人た
ちと共に拠点を船で堅固に遊び詠まれたもβで、
「堅田の落雁Jを詠んでいる。それが、 「鎖あ

けて 月さし入れよ 浮御堂Jである。いずれも
湖を背景とした情景あふれる句である。

[アヲセス]・JR湖西線の豊田駅JR湖西線竪困駅下車。浮御堂ま
で約2k mo町向循環パスあり。出町で下車し徒歩
5分。

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
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